
75回生～

区分 単位 １単位

科目名 時間数 ３０時間

講師名 履修学年 ２年次

概要

回数 授業形態

1 病気・障害が子どもと家族に与える影響、子どもの健康問題と看護 講義

2 外来・入院中・在宅療法中の子どもと家族の看護 講義

3 子どもにみられる主な症状と看護 講義

4 子どもにおける疾病の経過と看護 講義

5 子どものアセスメント 講義

6 成長過程に合わせた抱っこの方法 演習

7 子どもとのコミュニケーション 演習

8 子どもの身体計測 演習

9 子どもの身体計測 演習

10 バイタルサイン測定・状態観察（１） 講義/演習

11 バイタルサイン測定・状態観察（２） 演習

12 バイタルサイン測定・状態観察（３） 演習

13 小児事例展開（１） 演習

14 小児事例展開（２) 演習

15 試験・総括 試験

使用教科書・教材・参考書

新体系看護学全書　小児看護学②健康障害をもつ小児の看護　メヂカルフレンド社

成績評価の方法

演習50％（事前課題及び演習終了後レポートあり）

筆記試験50％

備考

・6～14回目は各クラス、その他合同

専門科目

小児臨床看護Ⅰ

小児の健康障害とその影響について理解し対象に応じた看護を学ぶ。

専任教員

学習内容

授業内容

３．小児の健康状態に応じた看護援助を学ぶことができる。

学習目標

１．健康障害が小児とその家族に及ぼす影響が理解できる。

２．小児の健康状態について小児の発達段階に応じたアセスメントができる。


